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１ は じ め に
フリーターやニートが問題視されるなか，キャリア教育の必要性が叫ばれて
いる。また，学力低下問題をはじめとして，学校教育・高等教育における能力
形成に関しても注視が集まっている。本稿は，こうしたキャリア教育や能力形
成を問題関心としつつ，ひとつの職業に注目する。すなわち，テレビ・タレン
トである。
ひとまず，学校教育や高等教育の点から歴史的に振り返ってみよう。まず明
治期における「学事奨励ニ関スル被仰出書」（１８７３）のなかで，学問が「身ヲ
立ルノ財本」と表され，公教育の普及が図られた。実際に公教育が普及するに
はそれから数十年の歳月を要したが，立身出世の道として，学校教育が果たし
た役割は大きい。それは，進学することによって立身出世できたという事実が
あるというよりむしろ，進学することによって立身出世できるという期待を
人々に抱かせたという点で大きいといえるだろう。
戦後は，農民階層子弟の進学増加を背景に，１９６０年代に高校進学率が上昇
し，１９７４年には９０％以上の進学率を示し，大学・短大への進学率も１９７３年に
は３０％に達している。１９６０年代の農民階層子弟が「不利にならない程度の『さ
さやかな』期待」（苅谷 ２００１，４９頁）を将来の職業に対して抱いていたよう
に，進学増加の背景には学校教育に対する期待があったことは否めない。ま
た，高等教育（進学）に対する受験生の意識が，おおよそ昭和４０（１９６５）年
以降，立身出世競争から，分相応な柄獲得競争に移行したという指摘もあるが
（竹内 １９９１），大学・短大への進学率は３０％台を維持しつつ，その後９０年代
に入り４０％台に突入している。
また，こうした受験競争の激化に呼応して，保護者の教育熱の高騰も指摘さ
れている。たとえば，１９６０年代後半からは，「教育ママ」ということばが登場
し，わが子の大学合格のため，ひいては将来の（就職の）ため，多くのエネル
ギーをつぎ込む保護者がクローズアップされたのである。山田（１９９７）は，高
度経済成長期のあいだに，「子どものために尽くすのが親の務めというイデオ
ロギーが普及」したと指摘している（山田 １９９７，９０頁）。
こうした高等教育の大衆化は，受験生たちの教育期待・キャリア観形成にも
少なからぬ影響を及ぼしていく。また，経済的に豊かな社会になるなか，アイ
デンティティの形成や「自分探し」を標榜に，「自分ならでは」のキャリアを
追求することが，人々のあいだでひろく許容されていく。さらに，少子社会に
あっては，保護者がわが子に対して，金銭的にも心情的にもエネルギーを費や
しやすいと考えられる。受験生のみならず，児童生徒は，「有名大学を出て有
名企業に就職する」ということではなく，違うかたちで身を立てようと考える
可能性があり，保護者もその考えの支持者となりうる。そうした自分ならでは
の自己実現をかなえる職業の一つとして，テレビ・タレントが挙げられるので
ある。
テレビ・タレントは，若者にとって魅力的な職業である。フリーター問題が
叫ばれて久しいなか，フリーターの類型化を試みた小杉（２００３）は，その一類
型として「夢追求型」を挙げている。そして，その「夢」の多くは，バンドや
俳優などの「芸能志向型」だという。また，ベネッセ教育研究所の調査（２００４）
によると，テレビ・タレント（歌手・声優・お笑いタレントなどの芸能人）は，
男女ともに，小中高生の将来の夢の上位２０位以内にランクインするほどのあ
こがれの職業である。
このように，小学生から若者までの世代にとって，魅力的であこがれの職業
であるテレビ・タレント。だが，こうしたテレビ・タレントになるために具体
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的にどうすればよいのかは，必ずしも明確ではない。養成所やオーディショ
ン，あるいはスカウトなど，タレントになるための経路はいくつか挙げられる
が，タレントになるために必要な能力については，なかなか具体的なものが見
えにくいのではないだろうか。それはよく，素質や才能，実力といったことば
で表現され，あたかも先天的に適性が確定しているかのように語れられること
も少なくない。
また，運や境遇がタレントデビューの成否にかかわるともよく言われる。た
だ，単に「運がよかった／わるかった」というだけでなく，「運も実力のうち」
という語りもあれば，「『時間がない』と言って諦めてしまえる者，『しょうが
ない』と言って挫折から立ち直れない者は，そのことをもって，やはり才能が
なかったのだと言わざるを得ない」（長山 ２００３，８５－８６頁）というとらえ方
もあり，運や境遇が実力や才能と関連づけて語られることは少なくない。この
関係性について，万人に納得されるかたちで明瞭に説明することは難しいのか
もしれない。
ただ，岡本・福田（１９６６）は，タレントとは大衆的な才能の持ち主，とりわ
け「マスコミをつうじて私たち大衆の心をとらえ，私たちを説得し，ときには
私たちと話しあう」コミュニケーション能力を持った人だと指摘する（岡本・
福田 １９６６，３－４頁）。また鴻上（２００６）は，俳優に必要なものとして「演技
力（作者の言葉を伝える技術）」，「自分の一番恥ずかしい部分，隠したい部分
をさらけ出す勇気」，「広く浅いさまざまな知識」，「存在感（内面に積み上げた
モノの総量）」，「自己プロデュース能力（自分に合った仕事を見つけ，自分を
売り込む能力」などを挙げており，さらに何よりも「夢を見続ける力」が大切
だと述べている。１）
香山（２００４）は，「自分は特別」と考え，自分の置かれた現状に「こんなは
ずじゃない」という誇大自己をもつ若者が多いものの，それを俳優やミュージ
シャンといった「何か具体的な職業イメージには結びつけることができない人」
（香山 ２００４，１２４頁）が増えていると，大学生のカウンセリングをとおして
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経験的に感じている。鴻上は「夢を見続ける力」について詳述していないのだ
が，そこには，具体的な職業イメージをもち，その一方で誇大な自己イメージ
を持たぬよう自己分析をする力が含まれていると考えられるのではないだろう
か。つまり，鴻上が指摘する諸能力は，後天的な「努力」によって培えるもの
と捉えることができるだろう。
とはいえ，こうした能力が必要だとしても，その能力の有無を判断するの
は，これまた難題だといえよう。学校の成績や学力で測れるのか，違った判断
方法が他にあるのか，またそうした能力をいつ誰が見極めるのかは，なかなか
容易な問題ではない。いつまでにそうした能力を身につければよいのかも，
まったくもって不透明である。それでもなお，俳優などのタレントになるとい
う夢を見続け，フリーターを続ける若者がいる。さまざまな指南書（たとえば，
相（１９９９）や山本（２００１）など）が出版されているが，必ずタレントになれ
るという経路があるわけではなく，「夢を諦めたらタレントにはなれない」と
いう強迫観念すら与えかねない。本田（２００５）は，フリーターの問題を考える
際に，正規労働市場／非正規労働市場という二項対立図式だけでなく，実際に
なれるかどうか分からないテレビ・タレントのような特殊労働市場要因を考慮
に入れる必要性を説いている。
また，片瀬（２００５）の調査によると，これらの職業に就くことを模索する中
高生というのは，低学力の高階層出身生徒に多いという。そこには，勉学・学
業という努力から逃避し，不確かな「実力」を拠りどころとして，華やかな職
業（芸能関係）へと安易に進路選択をする中高生像が想起される。つまり，中
高生は，学力や学歴を必要としない職業として，芸能関係の職業を思い描いて
いるのであろう。
このように，タレントという職業は，子どもにとってあこがれの職業である
と同時に，それゆえに，フリーター問題やキャリア教育と切り離しにくいもの
である。とはいうものの，これまでテレビ・タレントに焦点を当てたアプロー
チがなされていないのも事実である。そこで本稿では，テレビ・タレントとし
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て活躍している人々がどのような人々なのか，その経歴にどのような特徴があ
るのかを調べることとする。その根本には，「実力があればタレントになれ
る」，「タレントになる機会は均等に開かれている」，「タレントになるのに学歴
は必要ない」などの言説を検証したいという意図がある。
なお，本稿における分析は，テレビ・タレントに「結果的に」なり得た人々
を調べるということであるため，どうすればテレビ・タレントになれるのか，
どんな能力を伸ばせばタレントになれるのか，ということに対して直接回答を
出すものではない。佐藤（２０００）によれば，「機会の平等が守られているかど
うかは『後から』しかわからない」（佐藤 ２０００，１６８頁）のであり，結果は
保証されていないのである。これはタレント分析についても当てはまることで
あり，職業選択の時点における検証は難しく，本稿のように，「結果的に」現
在タレント活動をしている者に関して，「後から」の（限られたデータに基づ
く）検証にならざるを得ないと考える。
２ 分析の対象と視点
 分 析 対 象
まず，現在どれくらいのテレビ・タレントが活躍しているのかを確認してお
きたい。そのための資料として，本分析では「テレビ・タレント人名事典（第
６版）」（日外アソシエーツ社，２００４年６月発行）を用いることとする。この
人名事典には，テレビや映画等の分野で活躍中の人物８，５００名超について，活
動分野や生年，学歴・経歴などが記載されている。
本稿では，このなかの「活動分野」として，「タレント」，「俳優」・「女優」の
いずれかが挙げられている者のうち，１９８５年以前に生まれた者を分析対象と
する（以下，「タレント」と表す）。２）後述するが，高等教育進学に関する分析も
視野に入れている。そのため，この辞典掲載（２００４年）時に１８歳未満である
（１９８６年以降に生まれた）者は，高等教育進学動向が不明であり，分析対象か
ら除外することが適当だと考えられる。なお，分析対象者数は３，７７３名である。
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 分析の視点
分析には主に，生年，出身地（首都圏，京阪神・中京，地方），デビュ
ー時の年齢，学歴（大卒・短大卒），大学・短大における専攻分野を取り
上げる。
図１は分析の概念図を示しているが，分析の視点は，大きく２つ挙げられ
る。ひとつは，本人の出自がタレントというキャリアに影響しているのかとい
う点であり，図１中の矢印 Aに相当する。タレントには，素質や実力があれ
ば誰でもなれるというイメージがあるかもしれない。他方，親がタレントであ
ればタレントになれやすいというイメージもあるかもしれない。言うなれば，
境遇に関係なく，素質や実力のあるすべての者に，その機会が開かれているの
かどうかを検証するのである。
機会均等に関しては，本来，さまざまな要因を考慮する必要があるだろう。
ただ本稿では，出自に関するデータが十分とはいえないこともあり，タレント
になるのに，出身地が関係あるのか，親（祖父母）の職業が芸能関係であ
る（あった）ことが関係あるのか，３）という２点について，生年（世代）とデビュ
図１ タレント分析の概念図
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ー時の年齢による差異も考慮しながら検証したい。
なお，このうち「親（祖父母）の職業（芸能関係）」を用いる点について補
足しておきたい。これについては，芸能関係の職に就く親（家庭）の文化資本
のもと，タレントとしての資質を伸ばしたという解釈，芸能関係で働く親を職
業モデルとしてタレントを志望し，実際にタレントになり得たという解釈，あ
るいは「親のコネによってタレントになった」という捉え方も可能であろう。
いずれにせよ，世代間移動に関する視点を含むものである。
もうひとつの視点は，学歴（大卒・短大卒）および専攻分野についてである。
タレントデビューに至る年齢はさまざまであるが，大学・短大に進学するかど
うかは一つの分岐点であろう。４）
まず，１８歳以前にタレントデビューをしている者にとっては，大学・短大
に進学する意義がどれほどあるのだろうか。図１でいえば，B１と B２のいず
れを選択するのであろうか。初職としてすでにタレントに就いており，それが
いわゆる「実力」に裏付けられた職業であり，そのままタレント活動を続ける
のであれば，大学・短大に進学する必要性は低く，B１を選択するだろう。逆
に，大学・短大への進学になんらかの意義を見出すタレントは，B２の進路を
とるであろう。進学動機に関するデータはないが，すでにタレント活動をして
いる者と大学・短大への進学との関係については，興味深い点である。
また，１８歳以降にデビューした人にとっては，大学・短大での生活・活動
はどれほどの意義があったのだろうか。入学以前からタレントを志向し，大
学・短大に在籍しているあいだ，タレントになるため精力的に活動していた者
もいるかもしれない。大学・短大在学中に，タレントを志すようになった者も
いるだろう。タレントを志望した時期や在学中の活動状況に関するデータはな
いが，高等教育を受けること，少なくとも大学・短大に在学することが，タレ
ントになることとどれほど関連があるのかを考えるうえで，学歴との関連につ
いて調べることとしたい。すなわち，図１でいえば，大学・短大在学中にデ
ビューした者（C１）あるいは大学・短大卒業後にデビューした者（C２）と，
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大学・短大を経由せずにタレントになった者（C３）とに分かれるのである。
こうした学歴のほか，大学・短大における専攻分野についても分析を試み
る。専攻分野としては，演劇や芸術に関する学部学科かどうかを取り上げる。
１８歳までにすでにデビューしている者が演劇・芸術を専攻するのであれば，
それはタレント活動をさらに充実させる意図が感じられるものであり，まだデ
ビューしていない者であれば，こうした専攻分野を学ぶことによって，タレン
トデビューを果たしたいという意図が感じられる。
このように，タレントという職業選択が１８歳以前か以後かによって，大
学・短大への進学や専攻分野の選択に求めた意味も異なると考えられる。ま
た，こうした大学・短大への進学に出自（出身地・親の職業）がどう関係して
いるのかについても，確認しておきたい。
 分析対象の特徴
生年やデビュー年，出身地，学歴などのデータがすべて揃った者は必ずしも
多くないが，分析対象とするタレントの特徴について触れておこう。１９８５年
以前生まれの「タレント・俳優（女優）」の主な内訳は，以下のとおりである。５）
 性別 男性：１，７６５名（４６．８％），女性：２，００８名（５３．２％）
 生年区分
 １９４５年以前生まれ（戦前生まれ）：６１０名（１６．２％）
 １９４６～６０年生まれ（幼少時にテレビにあまり親しんでおらず（１９５３
年テレビ放送スタート），１５歳（１８歳）時に高校（大学）進学率上昇期
を迎えた人々）：７４７名（１９．８％）
 １９６１～７０年生まれ（幼少期からテレビに親しみ（１９６２年時のテレビ
世帯普及率４８．５％），１５歳時に高校進学率が９０％を超えていた人々）：
８２２名（２１．８％）
 １９７１～８５年生まれ（１９７５年にはカラーテレビが９０％超普及し，テレ
ビに慣れ親しんだ人々）：１，５９４名（４２．２％）
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 出身地
 首都圏（東京・神奈川・埼玉・千葉）：１，８３５名（５０．６％）
 京阪神・中京（京都・大阪・兵庫・愛知）：６２６名（１７．２％）
 地方６）：１，１６７名（３２．２％）
 デビュー時の年齢７） １８歳未満：７０１名（～１４歳：１０．２％，１５～１７歳：
１７．４％），１８歳以降：１，８３８名（１８～２１歳：３５．８％，２２～２５歳：２５．３％，
２６歳～：１１．２％）
 学歴８） 大学・短大卒：１，１７９名（４９．０％），その他：１，２２５名（５１．０％）
 専攻分野（大卒・短大卒のみ） 演劇・芸術系：１７８名（１７．８％），そ
の他：８２３名（８２．２％）
出身地や学歴に関する分析は後述するため，ここでは性別，生年（世代），
デビュー時の年齢について少し補足しておこう。まず，男女比はほぼ半々であ
るが，表１に示すように，生年・デビュー年齢・学歴について大きく異なって
いる（いずれも０．１％水準で有意）。つまり，女性タレントの大半は１９７１～８５
年生まれであり，デビューの年齢も女性タレントの方が早い傾向にあり，男性
タレントの方が高学歴なのである。
このことから，タレントという労働市場において，若い女性の需要が非常に
高く，学校在籍中にデビューする女子生徒も少なくないことが看取できる。裏
を返せば，女性タレントの場合，３０代以降も活躍し続けることが難しいとも
いえるのである。
次に生年についてみると，１９７１～８５年生まれのタレントが最も多く，
生 年 デビュー年齢 学 歴
～１９４５ １９４６～６０１９６１～７０１９７１～８５１８歳未満 １８歳以降
大卒・
短大卒
それ以外
男 ２２．２％ ２４．２％ ２４．７％ ２８．９％ １６．７％ ８３．３％ ５６．５％ ４３．５％
女 １０．９％ １５．９％ １９．２％ ５４．０％ ３７．３％ ６２．７％ ４１．３％ ５８．７％
全体 １６．２％ １９．８％ ２１．８％ ４２．２％ ２７．６％ ７２．４％ ４９．０％ ５１．０％
表１ 性別と生年・デビュー年齢・学歴との関係
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４２．２％（１，５９４名）を占めるに至っているのだが，その比率を押し上げている
のは女性である。また，デビュー年齢についていえば，１８歳になる前に２７．６％
の者がデビューしており，２５歳までに８８．７％がデビューに至っている。もう
少し細かくいえば，最も多いデビュー年齢は２０歳（２６０名，１０．２％）であ
り，１９歳（２４１名，９．５％），２１歳（２１０名，８．３％）と続いている。すなわち，
タレントの３割に近い者が，高校卒業後３年間のあいだにデビューを果たして
いるのである。他方，３０歳以降のデビューは３．３％にしかすぎず，最も遅いデ
ビュー時の年齢は，４７歳であった。
ちなみに，生年とデビュー年齢との関係を調べると，１８歳になる前にデ
ビューしているタレントは，１９４５年以前生まれで１５．９％，１９４６～６０年生まれ
で１８．３％，１９６１～７０年生まれで２２．５％なのに対して，１９７１～８５年生まれでは
４２．２％に及んでいる（０．１％水準で有意）。タレントデビューの時期が若年化の
傾向にあること，タレント活動の継続が難しいことが読み取れよう。
３ 分 析 結 果
 タレントの出自
 出身地について
前掲したように，首都圏出身のタレントは１，８３５名と約半数に及んでいる。
京阪神・中京の出身者と合わせると，全体の３分の２を占めるほどである。こ
こではさらに，性別・生年別に出身地をみておこう（表２）。
性別については，男女ともに首都圏出身者が多いのだが，女性タレントの方
がその傾向はつよく，一方，男性タレントでは，地方出身者が３５．５％で，女
性よりも高い比率を示している。
生年別では，必ずしもリニアな関係がみられないものの，戦後生まれで高度
経済成長を経験した世代においては地方出身者が比較的多いのに対して，それ
以降は，徐々に首都圏出身者が増加傾向にあるようである。特に１９７１年生ま
れ以降では，首都圏出身者で過半数を占めており，地方出身者は３割を下回っ
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ている。今後，地方出身者にとって，タレントになることが狭き門になりつつ
あると推察される。
また，デビューした年齢と出身地の関係を調べたところ，１８歳以前にデ
ビューしたタレントは，京阪神・中京（２６．７％）や地方（２０．３％）に比べると，
首都圏出身者で３３．７％と高い比率を示している（０．１％水準で有意）。デビュ
ー時期が若年化傾向にあると先に示したが，その点においても，首都圏の児童
生徒に有利に働いており，逆に地方の児童生徒にとっては不利な状況にあると
考えられる。
では，タレントの数が，首都圏，京阪神・中京，地方のあいだで大きく差が
あるのはどのように解釈できるであろうか。表３は，１９４０～１９８５年の人口の
推移を５年間隔で示したものである（総務省統計研修所編より）。タレントに
なる機会が地域的に均等に開かれているとすれば，この人口比率とタレント数
首都圏 京阪神・中京 地 方
性
別
男 ４５．９％ １８．６％ ３５．５％ ***
女 ５４．７％ １６．１％ ２９．２％
生
年
～１９４５ ４９．３％ １７．６％ ３３．１％ ***
１９４６～６０ ４２．４％ １８．０％ ３９．６％
１９６１～７０ ４９．１％ １８．６％ ３２．３％
１９７１～８５ ５５．６％ １６．１％ ２８．３％
全 体 ５０．６％ １７．３％ ３２．２％
１９４０ １９４５ １９５０ １９５５ １９６０ １９６５ １９７０ １９７５ １９８０ １９８５
首都圏 １２，７４０ ９，３６８ １３，０５１ １５，４２４ １７，８６４ ２１，０１７ ２４，１１３ ２７，０４２ ２８，６９７ ３０，２７３
京阪神・中京 １２，９１１ １０，０８５ １２，３９１ １３，９４３ １５，６１０ １７，８６９ １９，９２４ ２１，６２０ ２２，３６７ ２２，９８８
地 方 ４７，４６３ ５２，５４５ ５８，６７３ ６０，７１０ ６０，８２８ ６０，３２３ ６０，６２８ ６３，２７８ ６５，９９６ ６７，７８８
全 体 ７３，１１４ ７１，９９８ ８４，１１５ ９０，０７７ ９４，３０２ ９９，２０９１０４，６６５１１１，９４０１１７，０６０１２１，０４９
表２ 性別・生年別にみた出身地の関係
注：表中の *は５％水準，**は１％水準，***は０．１％水準で
有意であることをそれぞれ示している（以下同様）。
表３ 人口の推移 （単位：千人）
テレビ・タレントに関する一考察 １６５
の分布とは似かよって然るべきなのだが，人口比率に照らし合わせてみると，
首都圏出身のタレントが非常に多いことが分かる。ひとつには，都市部の人の
方が，タレントになる機会を多くもっているという解釈も成り立つだろう。あ
るいは，都市部（首都圏）での生活文化とタレント文化とが親和的であるため
に，タレントという職業にアクセスしやすく，また活動継続につながっている
とも考えられる。
 親（祖父母）の職業について
テレビ・タレントのうち，親（祖父母）が芸能関係の職業だという人は，
５．８％（２２０名）であった。つまり，「２世タレント」と言われるような，芸能
関係で働く親を持つタレントは，２０人に１人という計算になるのである。
性別やデビュー年齢（１８歳未満／以降）については統計的有意差がみられ
なかったものの，表４に示すように，出身地については，首都圏（８．４％）と
京阪神・中京（５．９％）に比べ，地方（１．６％）の出身者が少ないのである。こ
れは，タレントである親（祖父母）がすでに首都圏や京阪神・中京で生活して
いるためと考えられる。
また生年区分についてみると，１９４５年以前生まれの人で８．９％いるのに対し
て，１９４６年以降の各区分では５％台であり，「２世タレント」の比率は，戦後
生まれで低くなっている。この点については，タレントになる機会が広く開か
れるようになったという解釈も成り立つだろう。
性 別 出 身 地
男 女 首都圏 京阪神・中京 地方
親もタレント ６．１％ ５．６％ ８．４％ ５．９％ １．６％ ***
それ以外 ９３．９％ ９４．４％ ９１．６％ ９４．１％ ９８．４％
デビュー年齢 生 年（世代）
１８歳未満 １８歳以上 ～１９４５ １９４６～６０ １９６１～７０ １９７１～８５
親もタレント ８．６％ ６．９％ ８．９％ ５．０％ ５．６％ ５．２％ **
それ以外 ９１．４％ ９３．１％ ９１．１％ ９５．０％ ９４．４％ ９４．８％
表４ 親の職業（芸能関係）と性別・出身地・デビュー年齢・生年の関係
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 タレントの学歴・専攻分野
 全体の分析
大学・短大に進学するタレントはどれくらいいるのだろうか。先に示したよ
うに，進学者は１，１７９名おり，全体で４９．０％と高い数値を示している。表５
では生年別に学歴との関連を示しているが，いずれの世代でも４０％を超えて
おり，戦前生まれの世代でさえ４４．１％となっている。大学・短大への進学率９）
は，たとえば１９４５年生まれの人々が１８歳を迎える１９６３年で１５．４％であり，
４０％を超えたのは１９９３年，そして１９８５年生まれの人々が１８歳を迎える２００３
年で４９．０％である。それと対比させると，タレントの大学・短大への進学率
はどの世代でも上回っていること，とりわけ高年齢層においてきわめて多いこ
とが明白である。
これらのタレントについて性別等との関連を調べたところ，出身地による違
いは見られなかったが，表１に示したとおり，進学者の比率は，女性タレント
（４１．３％）に比べて男性タレント（５６．５％）の方が高い。ただ，女子の大学・
短大への進学率が男子をはじめて上回ったのは１９８９年（男子：３５．８％，女子
３６．８％）のことであり，生年による違いが関係するとも考えられる。そこで，
生年区分別に性別と学歴の関係を調べたところ，１９４５年以前生まれおよび
１９４５～１９６０年生まれでともに０．１％水準，１９６１～１９７０年生まれで５％水準の
有意差が見られたのに対し，１９７１～８５年生まれの人では統計的有意差がみら
れなかった。タレントの学歴と性別の関係については，全体の進学率における
男女差と同様の傾向にあるといえるだろう。
また，親の職業（芸能関係）と
の関連を調べると，親が芸能関係
の職業についている場合は，
５６．０％の人が大学・短大へ進学し
ており，そうした職業以外の親を
もつタレントの場合（４８．５％）よ
大卒・短大卒 それ以外
～１９４５ ４４．１％ ５５．９％ *
１９４６～６０ ４９．７％ ５０．３％
１９６１～７０ ５１．８％ ４８．２％
１９７１～８５ ５０．５％ ４９．５％
全 体 ４９．０％ ５１．０％
表５ 生年別にみた高等教育進学者の割合
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りもその比率は高いのである（５％水準で有意）。
では次に，専攻分野に注目したい。大学・短大に進学した者のうち，演劇・
芸術系の学部学科に進学したのは１７８名である。その多くは，日本大学芸術学
部（８２名），桐朋学園短期大学芸術科／演劇科（３３名），早稲田大学文学部演
劇学科（１７名）である。１０）
生年別・出身地別ともに，統計的有意差は見いだせなかったが，性別および
親の職業（芸能関係）に関しては，表６に示すように有意差がみられた。性別
では，演劇・芸術系に進学した女性タレントが５．４％であるのに対して，男性
タレントでは１０．８％の人が進学しており，大学・短大進学者のみに限定して
も，男子タレントの約５人に１人が演劇・芸術系に進学しているのである。親
の職業（芸能関係）に関しても，いずれを分母にした場合でも，親がタレント
である場合，演劇・芸術系に進学する傾向にあるといえる。
なおここで，進学先の大学・短大の所在地について確認しておきたい。どこ
の大学・短大に進学しているのかを調べてみると，首都圏の大学・短大が
７９．４％，京阪神・中京の大学・短大が１２．９％で，あわせると９割以上を占め
ている。それに対して，地方の大学・短大（４．６％）と海外の大学（３．１％）は，
合わせても７．７％にすぎないのである。特に，首都圏出身や京阪神・中京出身
の者では，その大多数が首都圏・京阪神・中京の大学・短大に進学しているの
である（首都圏出身者で９６．８％，京阪神・中京出身者で９６．９％）。タレントに
占める首都圏（および京阪神・中京）出身者の比率が高いことは先に示したが，
演劇・芸術系 それ以外 N 演劇・芸術系 それ以外 N
男 １０．８％ ８９．２％ １，０８２ *** ２１．１％ ７８．９％ ５５４ ***
女 ５．４％ ９４．６％ １，１３７ １３．６％ ８６．４％ ４４７
タレント １３．４％ ８６．６％ １７２ ** ２４．７％ ７５．３％ ９３ *
それ以外 ７．６％ ９２．４％ ２，０４７ １７．１％ ８２．９％ ９０８
全 体 ８．０％ ９２．０％ ２，２１９ １７．８％ ８２．２％ １，００１
表６ 性別・親の職業と大学の専攻分野との関係
（左表：「高卒・大卒」中の割合，右表：「大卒」中の割合）
１６８ 松山大学論集 第２１巻 第１号
大学・短大進学にあたってもそうしたエリアを選択しているといえる。
他方，地方出身の大学・短大進学者のうち，首都圏・京阪神・中京の大学・
短大に進学した者は８４．０％であり，その数値は相対的に低い。だが，その９
割超が１８歳以降のデビューであるため，地方出身者にとっては首都圏等の大
学・短大に進学することによって，タレントデビューの機会を拡大させている
といえるかもしれない。
 デビュー年齢（１８歳未満／以降）別の分析
 １８歳未満でデビューしたタレントについて
１８歳未満でタレントデビューしている７０１名のうち，進学動向データが把
握できたのは，表７のとおり４１８名である。まず学歴について調べると，その
うち，大学・短大への進学者は１０６名（２５．４％）とほぼ４分の１であった。し
かも，１８歳人口全体の進学率が上昇してきたにもかかわらず，どの生年区分
（世代）においてもその割合は大きく変わるものではなかったのである。１８歳
までにすでにタレントデビューを果たしている人にとっては，すでにキャリア
選択を終え，仕事に従事していることから，高等教育に進学する意義を見出せ
にくいのかもしれない。また，出身地や生年（世代）による違いはみられなかっ
たが，性別では，女性の２０．５％に対して，男性は３６．５％の者が大学・短大に
進学している（０．１％水準で有意）。この男女差について生年区分別に調べたと
ころ，１９７０～１９８５年生まれにおいてはやはり有意差がみられなかった。
ここで，この１９７１～８５年生まれで１８歳までにデビューしているタレントに
学 歴
N
大卒・短大卒 それ以外
１８歳未満 ２５．４％ ７４．６％ ４１８ ***
１８歳以上 ５１．８％ ４８．２％ １，４１５
４５．８％ ５４．２％ １，８３３
表７ デビュー年齢別にみた進学者の割合
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特に注目したい。このようなタレントについて，進学動向データがそろってい
るのは１４８名であり，そのうち４５名が大学・短大に進学しているのだが，そ
のうち，進学先が亜細亜大学であったタレントは，約３分の１（１４名）に及ん
でいるのである。亜細亜大学は早くから一芸一能入試を導入し，タレントの高
等教育進学に先鞭をつけたともいえる。つまり，従来の学力評価のみに依拠し
ない入学者選抜方式が導入されたことで，進学しやすくなったというとらえ方
もできるだろう。
また，親（祖父母）が芸能関係の職にあるタレントにおいて，３８．８％の人が
大学・短大へ進学しているのに対して，それ以外の者では２３．６％しか進学し
ておらず（５％水準で有意），１８歳までにタレントデビューを果たしている者
に限ってみても，親の職業が関連していることが分かる。
つづいて専攻分野について調べると，演劇・芸術系の学部学科に進学したと
いうタレント自体が１４名と少数であった。性別では女性が１名と少なく，１９６１
年以降生まれの者も３名であった（ともに０．１％水準で有意）。高齢層では，
男性を中心に，大学・短大における関連学科で研鑽しようとするタレントが少
数とはいえ比較的いたようであるが，若年層においては皆無である。
 １８歳以降にデビューしたタレントについて
１８歳以降にタレントデビューした者のうち進学動向データが判明したのは
１，４１５名であり，そのうち大学・短大への進学者は７３３名（５１．８％）と半数を
超えている。生年区分についてみると，１９４５年以前生まれで４５．７％，１９４６～
６０年生まれで５２．７％，１９６１～７０年生まれで５３．５％，１９７１～８５年生まれで
５７．４％と，若い世代では非常に多くの人が進学している（０．１％水準で有意）。
性別との関連はここでもみられ，女性（４４．４％）よりも男性（５７．８％）の方
が，大学・短大に進学する傾向にあった（０．１％水準で有意）が，やはり生年
区分別にみると，１９７０～１９８５年生まれにおいてのみ有意差がみられなかっ
た。また出身地については，１８歳未満でデビューしたタレントと同様，関連
は見いだされなかった。
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また，親の職業（芸能関係）については，１８歳以降にデビューしたタレン
トでも関連がみられ，芸能関係の職につく親（祖父母）をもつ者は，６２．７％も
の人が大学・短大に進学しているのである（親の職業がそれ以外の場合は
５０．９％であり，５％水準で有意）。
つづいて専攻分野についてみてみると，性別および親の職業（芸能関係）に
関して有意差がみられた。性別では，演劇・芸術系に進学した女性タレントが
６．８％（４１名）であるのに対して，男性タレントでは１２．０％（８５名）の人が
進学しているのである（０．１％水準で有意）。また，芸能関係の職業で働く親を
もつ人では，全体の１７．５％（１８名）が演劇・芸術系に進学しており，そうで
ない人（８．９％）よりもその比率が高いのである（１％水準で有意）。
４ ま と め
本稿の主な分析結果を要約すると，次のとおりである。
 約９割のタレントが２５歳までにデビューしており，特に女性では，タ
レント数（比率）・タレントデビュー時期ともに若年化傾向にある。
 どの世代においても，タレントは首都圏をはじめとして都市部出身が多
い。
 親（祖父母）が芸能関係の職業に就いていることは，戦前生まれでは比
較的関係がみられたが，戦後生まれではその比率は下がっている。
 大学・短大への進学を経験しているタレントは全体的に多い。１８歳ま
でにデビューを果たしている者では進学者が少ないが，デビューが１８歳
以降のタレントでは，過半数が進学している。
 大学・短大への進学を経験しているタレントは，親が芸能関係で働いて
いる場合の方が高い割合を示している。
 演劇・芸術系の学部学科に進学する者は，デビュー年齢に関係なく，男
性の方が多い。また，親が芸能関係の職に就いている場合にも，その傾向
がつよい。
テレビ・タレントに関する一考察 １７１
これらの分析結果から，タレントというキャリアを追求するうえで，その機
会が等しく開かれているかというと，少なくとも出身地に関して見る限り，疑
わしいものである。首都圏の大学・短大に進学した後にタレントデビューした
地方出身者が多いことから考えてみても，地域的な有利／不利があると推察さ
れる。
また，「タレントになるのに学歴は必要ない」という点について，○○大学
卒といった「肩書き」や「学閥」に関しては，本分析から言及できるものでは
ない。ただ，大卒・短大卒のタレントが大半みられたことから，「大学・短大
に通うこと」がタレントという職業と一概に無関係とは言い難いと考えられ
る。大学・短大への進学者のうち，演劇・芸術系に進んだというタレントは６
人に１人の割合であり，専門・専攻が直接関連していることも否定できないの
だが，とはいえ必ずしも多数を占めているわけではない。つまり，大学教育を
つうじて，幅広い知識や教養を身につけ，視野を広げることが，タレントとし
ての能力形成に寄与しているのではないだろうか。
また，そのほか，タレントを目指す者については，サークル活動や学外の活
動をつうじて，演劇を学んだり，オーディションに参加していたことも推察さ
れる。これは，大学・短大に在籍し種々の活動を容認されたことによる効果と
いえるだろう。タレントは特殊な労働市場であり，中高生は芸能関係の職業に
学歴・学力が必要ないと考えがちであるが（片瀬 ２００５），モラトリアム期間
に大学・短大で種々の諸経験を積み重ねることが，タレントになるうえでイン
パクトをもっていると考えられるのである。
なお，これはあくまでも一つの可能性であるが，いわゆる「２世タレント」
に大学・短大進学者が多いのは，芸能関係で働く親が，能力形成の点で進学す
る意義を見出しているためかもしれない。また，進学させるだけの経済的余裕
があったことも一因と推察される。
以上，本稿ではテレビ・タレントの出自や学歴に関して分析を試み，その結
果を素描してきた。今後はさらにデータを補完し，詳細な分析・検討を加えて
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いくだけでなく，タレント（俳優・女優）のほか，歌手やミュージシャン等に
ついても検討していきたいと考える。
注
１）ちなみに，鴻上尚史氏は，大学（法学部）に進学し，大学在学中に劇団を旗揚げ，現在
は劇作家・演出家として活躍中である。彼の挙げる諸能力は，劇団にかかわり，多くの俳
優に接するという実際の経験に基づいたものといえるだろう。
２）広辞苑によれば，「タレント」の意味の一つとして「才能のある人の意で，テレビ・ラ
ジオ等の職業的出演者」とある。「テレビ・タレント人名事典」には，活動分野として，「俳
優（女優）」，「タレント」のほかに，「モデル」，「歌手」，「アナウンサー」，「落語家」，「コ
メディアン」など多数挙がっている。分析対象とする人名事典においては，活動分野を問
わず，テレビに出演する職業人を「テレビ・タレント」と広義にとらえ，そのなかの一活
動分野として狭義の「タレント」が位置づいている。
なお，この人名辞典の掲載基準は明確にされていないが，発行の前年（２００３年）にテレ
ビにある一定以上登場した者，あるいは，それまで継続的にテレビで活躍してきた者と推
察される。学歴など多くのデータが記載された書籍であり，タレント分析を試みる資料と
して，十分な価値があると考えられる。
３）親の職業については，タレント・俳優（女優）だけに限定せず，それに類する職業，関
連する職業として，ひろく芸能関係の職業を取り上げる。たとえば，歌手や劇作家などが
含まれている。
４）図１では，大学・短大への進学を１８歳からと図示しているが，これはあくまでも概念
図であり，必ずしも１８歳からとは限らないものである。ただし，分析データ上，進学時
の年齢が不明であること，また高校卒業時が進学の意思決定に大きくかかわることから，
１８歳を一つの分岐点に設定している。
５）本稿では分析対象から外したが，１９８６年以降生まれのタレントは２６２名である。また，
出身地や学歴については，すべてのデータが揃っているわけではなく，出身地は３．８％，
学歴は３６．３％の者が不明である。また，大学・短大進学者のうち，大学名や専攻分野が
揃っている者はさらに限られている。これらに関する分析で有効数が少なくなっている
点，また分析結果の総数が異なる点については予め断っておく。
６）地方出身者には，海外出身者も含めており，戦前の「満州」なども含む。
７）大学・短大進学決定前にすでにタレント活動をしていたかどうか，という観点から，１８
歳未満／以降で区切った。厳密にいえば１８歳には高校３年生も含まれうるのだが，便宜
上この区分けを用いることとする。
８）中退者は，高等教育を受けることを一旦は決断した人たちであり，何らかの期待を持っ
て進学した人である。と同時に，期間はさまざまであろうが，大学・短大に少なからず在
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籍していた人たちである。そうした点から，中退者も「大卒・短大卒」に含めることとす
る。
９）文部科学省『文部科学統計要覧』における「大学（学部）・短期大学（本科）への進学
率（過年度高卒者等を含む）」とは，大学学部・短期大学本科入学者数（過年度高卒者等
を含む）を３年前の中学校卒業者数及び中等教育学校前期課程修了者数で除した比率のこ
とを指す。なお，「過年度高卒者等」とは，高等学校または中等教育学校卒業後１年以上
経過した者等のことである。
１０）学部学科までデータがそろっている大卒・短大卒者は少ないため，芸術・演劇系学部学
科への進学者数は，実際にはもう少し多いのかもしれない。なお，大学名まで判明してい
るタレントは１，１５５名であり，そのなかで多いのは，日本大学（１２５名），早稲田大学（１０８
名），明治大学（５３名），桐朋学園短期大学（３９名）である。
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